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20年 後の世界は低温一色

産業科学研究所 西 嶋 茂 宏

私は超電導 マグネ ット又はその構造 ・絶縁材料の研究を行なっている。そこでここでは超電導工学を

中心に低温工学に関する夢を語ることにする。

工学部出身のためか、低温が全由的にはやることが夢になってしまち。つまり隣の小母さんがアイロ

ンでも使ろように、冷凍機(又 は低温関連の機器)を 使 っているという風景が私の夢である。低温がは

やるためには民間用の製品が出回る必要がある。現在、たとえば医療用超電導NMR-CTな どが注 目さ

れ各メーカーとも開発にしのぎを削っているが、こういった医療用のみならず工業的方面でも普及する

ことを願うものである。

20年後には超電導発電機が商業規模で実現 しているであろう。またその電力を超電導送電で都市又は

工業地帯の近 くまで送電し、そこにはエネルギー貯蔵用超電導マグネットがあり電力を制御している。

エ業用水は超電導磁気分離で再精製し、エ業用の水不足は解消する。磁気浮上列車(も ちろん超電導)

が、東京一大阪間を1時 間程度で結んでしまうし、海では超電導船が就航している。こういった強電ば

かりでな く、超電導 コンピューターが銀行などに配置されており、SQUIDに よって地震などの監視が

行なわれている。当然この時代には冷蔵庫ぐらいの大きさの再凝縮冷凍機が実用化されており、一度液

体ヘリウムを溜めれば液面はず っと一定に保たれている。

低温に関連したベンチ ャー」ビジネスも多くできており、いわゆる『低温で飯を食べている人達 』も大

勢いる。大学にも当然低温工学科という学科が新たに設けられ、低温技術者がどんどん養成される。こ

うなると世の中、低温一色の観がある。さらには磁場閉じ込め型核融合炉が実証され、超大型の超電導

マグネヅトの製作にとりかか ったという新聞記事が大々的に報道されている………。

低温が室温又は高温の世界とうまく融合している。社会の一部として当然のように受け入れ られてい

る。こうい った世の中に20年後には確実になっているだろう。

初 夢'85

工学部 服 部 武 志

「それ じゃ～ チ ョッ ト出か けて来 ますね1あ と、お願い します。」

「あXい いよ。正月だか ら一杯飲みなが らテレビでも見て留守番 しているよ。」

穏やかな正月だな ア。年賀状 もフ ァクシミリで全部送 った し、昔の郵便みた いに遅配 もな くな り便利

にな った もんだ。さあ ア～て、何か ニ ュースでもないか な ア。38チ ャンネルの科学 テレビで も見てみる

か。何 々、液体窒素温度で超伝導を示す物質が見つか った1近 頃、色 々と新物質 の報告があるが、実

用 となるとなか なか うま く行 っていないようだ。この超伝導体がマグネ ヅト材に用 いられればな ア。そ

ういえば、今か ら10年 前に 開通 した リニアー ・モーターカーの第2新 幹線 もヘ リウムの コスト高で赤字
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